
近所のすごい文化財、
どう魅せる??

史跡中小田古墳群について

広島市文化振興課



「すごい文化財」ってなに？



それは、「史跡中小田古墳群」のことです。
「史跡中小田古墳群」は、安佐北区口田南の県道３７号線から

東へ１０分ほど歩いた丘陵地帯にある古墳群で、３世紀後半から
５世紀にかけて造られたこの地域の有力者のお墓が１２基ありま
す。

空中から見た史跡中
小田古墳群
（国土地理院提供）







区 分 規 模 墳 形 築造時期 副葬品 内部主体 備 考

第１号古墳

墳長約28.5ｍ

後円部直径約18

ｍ

前方後円墳 ４世紀中頃

三角縁吾作銘四神

四獣鏡、斜縁上方

作銘獣帯鏡、碧玉

製車輪石、勾玉、

鉄斧等

竪穴式石槨

第２号古墳
直径約15ｍ

高さ 2.5ｍ
円 墳 ５世紀中頃

甲冑、素文鏡、

摘鎌、剣、刀、

土師器壷等

竪穴式石槨

中世山城築

造による地

形改変あり

第３号古墳
直径約13ｍ

高さ約２ｍ
円 墳

５世紀前半～

中頃
鉄剣、鉄鏃等 竪穴式石槨

第４号古墳
直径約16ｍ

高さ約2.5ｍ
円 墳

弥生時代後期

末葉～古墳時

代初頭

鉄剣、鉄斧等 墓 壙

第５号古墳
直径約12ｍ

高さ1.0～1.5ｍ
円 墳

５世紀中葉前

後
なし （未確認）

葺石あり

第６号古墳

直径約23ｍ

高さ約2.8～

4ｍ

円 墳
５世紀中葉前

後
なし （未確認）

第７号古墳
一辺約12ｍ

高さ約1.4ｍ
方 墳 ５世紀代 なし

竪穴式石槨また

は箱形石棺

葺 石 あ り

（南面）

第８号古墳
直径約11ｍ

高さ約0.6ｍ
円 墳 ５世紀代 なし

竪穴式石槨また

は箱形石棺

第９号古墳

南北約5ｍ×東

西約10ｍ

高さ約0.6ｍ

楕円形状墳 ５世紀代
滑石製勾玉、管

玉等

箱形石棺、土壙

墓

第10号古墳 直径約11～12ｍ 円 墳 ５世紀代 なし 箱形石棺、土壙

第13号古墳

長さ約13ｍ、幅

約7ｍ、高さ約

1.2ｍ

方 墳 ５世紀代 なし 箱形石棺、土壙

第14号古墳
長さ約4ｍ、幅

約1.5ｍ
（不明）

５世紀前半～

中頃
鉄鎌、土師器 竪穴式石槨

（注）史跡指定当初、古墳の存在が推
定された第11号古墳、第12号古墳につ
いては、平成29年度の遺構状況確認調
査において、古墳の有無の判断ができ
なかったため除外している。

史跡中小田古墳群を構成する古墳の概要



前方後円墳

史跡三ツ城古墳群第１号古墳（東広島市ホームページより）



史跡柳井茶臼山古墳



かつての有力者のお墓、今の姿は・・・



中小田第１号古墳の状況

昭和５４年 現在



第４号古墳付近 第１０号古墳付近

このほかの古墳も、木や草が生い茂り、みなさんには
ただの山にしか見えないかもしれません（T_T）



でも実はこんなにすごい場所！

あの貴重なお宝も!!



そう「三角縁神獣鏡（さんかくぶちしんじゅうきょう）」、
みなさんも学校の教科書でご覧になったことありませ
んか？一説によると、邪馬台国（やまたいこく）の女
王卑弥呼（ひみこ）が全国を統一していく過程で各地
の有力首長に贈与したものとも言われています。

（広島大学考古学研究室提供）



この他にも、

や勾玉（まがたま）、鉄剣

車輪石（広島大学考古
学研究室提供）

第２号古墳出土冑（広島大学考古学研究室提供）

などが出土して
います。



また、古墳のほかに弥生時代の住居、貝塚
の跡や

中小田古墳群弥生時代住居跡
復元された弥生時代の竪穴式住居

（佐賀県吉野ケ里遺跡）



今から４００年以上前の中世に、古墳の一
部を壊して築かれた山城の跡もあります。

山城の模式図



山城の復元模型図（佐伯区の串山城跡での発掘調査の成果を基に製作
（（公財）広島市文化財団「ひろしまWEB博物館 ひろしま昔探検ネット」より）



中小田古墳群のこうした価値が認められ、平成８(１
９９６)年11月11日に国の史跡に指定されました。
○文部省告示第191号
文化財保護法（昭和25年法律第214号）第69条第１項の規定により、次に掲げる記念物を史跡
に指定する。
平成８年11月11日 文部大臣 小杉 隆

名称 ：中小田古墳群
所在地 地域：広島県広島市安佐北区口田南町字胡磨ヶ谷
2001番ノ3、2001番ノ4、2001番ノ5、2001番ノ6、2001番ノ7、2001番ノ8、2001番ノ9、2015番ノ2、
2015番ノ12、2015番ノ13、2015番ノ15、2018番ノ1、2018番ノ2、2018番ノ3、2018番ノ4、2018番ノ6、
2018番ノ7、2018番ノ8、2021番ノ1、2021番ノ2、2022番ノ1、2024番ノ1のうち実測5921.05平方メート
ル、2025番ノ1のうち実測3446.92平方メートル、2026番ノ1、2026番ノ2、2027番ノ1、2027番ノ2、
2027番ノ3、2028番、2030番、2031番ノ1、2032番ノ1、2032番ノ2、2033番、甲2034番、乙2034番、
丙2034番、2035番、2036番、2037番、2038番、甲2039番、乙2039番、2040番、2041番ノ1、2041
番ノ2、2041番ノ3、2041番ノ4、2041番ノ7
同 口田南町字岩坪
4192番、4193番、4194番、4195番、4201番、4202番
同 口田南三丁目
24番ノ3、24番ノ4、2055番

右（上記）の地域に介在する道路敷を含む。
備考 一筆の土地のうち一部のみを指定するものについては、地域に関する実測図を広島県教
育委員会及び広島市教育委員会に備え置いて縦覧に供する。



だから残したい！「史跡中小田古墳群」

今はただの山にしか見えない「史跡中小田古墳群」
ですが、広島市の歴史や文化を考える上で、なくては
ならない大変重要な遺跡なのです。広島市では、この
大切な遺跡を市民のみなさんが古墳などたくさんのお
宝が埋まっている山だとわかるように整備し、みなさんに
愛される場所として後世に受け継いでいくために、具体
的な整備の内容をまとめた『史跡中小田古墳群整備
基本設計』を令和３年度に作りました。



【史跡の整備の基本理念（目標）】

多彩な副葬品や立地が物語る

太田川下流域を代表する中小田古墳群の価値・特色を

みんなの力で守り、伝え、生かす

三角縁神獣鏡や斜縁獣帯鏡、甲冑、車輪石、玉類、鉄

斧など多彩な出土品（副葬品）が確認され、沖積平野と内

海交通の拠点を見下ろす場所に立地していた、太田川下流

域を代表する中小田古墳群の価値・特色を、行政や地域を

はじめ多様な主体が力を合わせ、守り、伝え、生かす。









終わりに
史跡中小田古墳群の保存・活用に当たっては、

市民のみなさんの御協力が欠かせません！これか

らも御協力をお願いいたします m(＿）m

御清聴ありがとうございました


